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第2章　設置と接続

本体の設置と接続について説明します。

設　置

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ 一人で持ち上げない

ⓦ フロントマスクに手をかけて運ばない

ⓦ 指定以外の場所に設置・保管しない

本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。
本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。

マウスやディスプレイ装置�
のケーブルが届く場所�

装置の動作時に室内�
温度10℃～35℃、�
湿度20%～80%の�
範囲を保てる場所*

装置の前後に150mm以上�
のスペースがとれる場所�

ほこりの少ない、きれい�
で整頓された部屋�

AC100V、平行二極�
アース付きのコンセント�

室内温度15℃～25℃の�
範囲が保てる場所での�
使用をお勧めします。�

*

水平でじょうぶな�
机の上�
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を
設置すると、誤動作の原因となります。

温度変化の激しい場所（暖房器、
エアコン、冷蔵庫などの近く）。

強い振動の発生する場所。

腐食性ガスの発生する場所（大気
中に硫黄の蒸気が発生する環境下
など）、薬品類の近くや薬品類が
かかるおそれのある場所。

帯電防止加工が施されていない
じゅうたんを敷いた場所。

物の落下が考えられる場所。

本装置の電源コードを他の接地線
（特に大電力を消費する装置など）
と共用しているコンセントに接続
しなければならない場所。

電源ノイズ（商用電源をリレーな
どでON/OFFする場合の接点ス
パークなど）を発生する装置の近
くには設置しないでください。
（電源ノイズを発生する装置の近
くに設置するときは電源配線の
分離やノイズフィルタの取り付
けなどを保守サービス会社に連
絡して行ってください。）

強い磁界を発生させるもの（テレ
ビ、ラジオ、放送／通信用アンテ
ナ、送電線、電磁クレーンなど）
の近く。

電源コードまたはインタフェース
ケーブルを足で踏んだり、引っ掛
けたりするおそれのある場所。
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移動と保管

本体を移動・保管するときは次の手順に従ってください。

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ　フロントマスクに手をかけて運ばない

ⓦ　指定以外の場所に設置しない

ⓦ　プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない

重要�

ⓦ フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守
サービス会社に連絡してください。

ⓦ ハードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいて
ください。

ⓦ ハードディスクドライブを内蔵している場合はハードディスクドライブに衝撃を与えな
いように注意して本体を移動させてください。

1. フロッピーディスクやCD-ROMをセットしている場合は本装置から取り出す。

2. 本体の電源をOFF（POWER/SLEEPランプ消灯）にする。

3. 本体の電源コードをコンセントから抜く。

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。

5. 本体の底面を持って運ぶ。

重要�

本体前面のフロントマスクを持って、持ち上げないでください。フロントマスクが外れて落下
し、装置を破損してしまいます。

6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと梱包する。
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インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。

重要�

ⓦ 本体、および接続する周辺機器の電源をOFFにしてから接続してください。ONの状態
のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。

ⓦ サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合は、お買い求
めの販売店でそれらの装置を使用できることをあらかじめ確認してください。サード
パーティの製品の中には使用できないものもあります。

ⓦ 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してください。キーボー
ド/マウスやPCIスロットに増設したボードに接続したケーブル（LANケーブルなど）の
着脱を防止するため効果があります（ケーブルストッパは本体内部で固定されていま
す）。

ⓦ 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。

ⓦ ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しないでください。

接　続

本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタ
が用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示
します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン
トにつなげます。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iii
ページ以降の説明をご覧ください。

ぬれた手で電源プラグを持たない

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ 指定以外のコンセントに差し込まない

ⓦ たこ足配線にしない

ⓦ 中途半端に差し込まない

ⓦ 指定以外の電源コードを使わない

ⓦ 電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しを
しない

ⓦ 指定以外のインタフェースケーブルを使用しない

インタフェースケーブル
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ハブ（マルチポート
リピータ）

マウス

キーボード

シリアルインタ
フェースを持つ装置
（モデムなど）

パラレルインフェース
を持つプリンタ

*　対応するドライバが必要です。

USBインタフェースを
持つ装置*（ターミナルア
ダプタなど）

ディスプレイ装置

電源コード

添付の電源コードを接続します。

ヒント�

ⓦ 本体の電源コードを無停電電源装置（UPS）に接続する場合は、UPSの背面にあるサービ
スコンセントに接続します。
UPSのサービスコンセントには、「SWITCH OUT」と「UN-SWITCH OUT」という2種類
のコンセントがあります（「OUTPUT1」、「OUTPUT2」と呼ぶ場合もあります）。UPSを
制御するアプリケーション（ESMPRO/UPSControllerなど）から電源の制御をしたい場合
は、「SWITCH OUT」に電源コードを接続します。常時給電させたい場合は、「UN-
SWITCH OUT」に電源コードを接続します（24時間稼働させるモデムなどはこのコンセ
ントに接続します）。詳しくはUPSに添付の説明書をご覧ください。

ⓦ 本体の電源コードをUPSに接続している場合は、UPSからの電源供給と連動（リンク）さ
せるために本装置のBIOSの設定を変更してください。CMOS Setupユーティリティの
「Advanced」－「Power Management Setup」－「State After Power Failure」を選択する
と表示されるパラメータを切り替えることで設定することができます。詳しくは6章を
参照してください。

ケーブルストッパ
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